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活動報告③ ＞ 第2回ワークショップ「地域の現状と課題に向き合う」

6/13(金)にデータに基づき地域の現状・課題に向き合うワークショップを実施しました。人口
や経済の視点から課題を分解し、「地域が変わるために何が必要か」を探る第一歩としました。

開
催
概
要

【 日 時 】 6/13(金) 15:30-17:15

【 場 所 】 北塩原村役場集会室5

【参加者】 現地11名 ※事務局を除く

開
催
目
的

• ビジョン（地域のありたい姿）について議論する前に、まずはデータを
もとに地域の現状に対する理解を深める。

•特定した地域課題に対して、村の既存施策が課題にどこまでアプ
ローチできているかを振り返る。

当
日
の
流
れ

1. 導入（15分）

• アイスブレイク（「わたしの”村あるある”」を共有）

• ワークショップの目的・目標の確認、進め方に関する説明

2．”地域の現状・課題に向き合う”セッション（30分）

• 村の存続に影響する「人口の維持・増加」と「経済循環の安定」
の観点から、データに基づく地域の現状を事務局より共有

• 特に深刻な問題とその要因の仮説についてグループで議論し、仮
説検証に必要な追加データ等を洗い出し

3. ”必要な施策を検討する”セッション（30分）

• 特に深刻な問題の解決に向けて必要だと思う施策を洗い出す

• 既存施策がある場合は、その成果や課題について振り返る

第2回ワークショップ「北塩原の現状・課題に向き合う」（1/2）

◼ 地域の現状・課題を整理するにあたり、まずは客観的なデータに基づいて
考える出発点として、「人口減少の改善」と「地域経済の安定化」の2つの
視点から地域の現状を見つめ直すことから始めました。

村の存続に関わる根本的な条件とは何か？

人口減少
の改善

地域経済
の安定

◼ 2つの視点を出発点として、①現状としてどこに問題があるのか、②その問
題はなぜ起きているのか、③どんな変化が必要か・変化を実現するために
何が必要か、というステップで議論しました。

地
域
経
済
の
安
定

地域の稼ぐ力
の向上

地域所得の
好循環

雇用の拡大

賃金・報酬水準の改善

域内での消費促進

…

課題A

引き続き議論し、
今後の施策検討
に活用

…

1 要因①

要因②

…
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活動報告③ ＞ 第2回ワークショップ「地域の現状と課題に向き合う」

ワークショップにて注目した地域の主な問題と考えられる要因を抜粋しました。引き続き、各分
野の現状の把握・課題の深堀を進めるとともに、村として進むべき道を明らかにしていきます。

第2回ワークショップ「北塩原の現状・課題に向き合う」（2/2）

当
日
の
議
論
の
内
容
の
一
部
抜
粋 地

域
経
済
の
安
定

地域の稼ぐ力
の向上

地域所得の
好循環

雇用機会の拡大

賃金・報酬水準の改善

域内での消費促進

人
口
減
少
の
改
善

出生率の増加

転入の増加

転出の減少

死亡率の低下

未婚率が改善

初婚年齢が改善

有配偶出生率が改善

健康寿命の延伸

進学に伴う転入出

就職に伴う転入出

結婚・子育てに伴う転入出

転職・起業に伴う転入出

移住に伴う転入出

産業の高付加価値化

域外からの収入増加

地域資源の有効活用

人材育成・人材確保

②若年層の流出と定住の難しさ

•魅力的な仕事や住まいの選択肢が少なく、進学・就職を機に村外へ出る若者が多い
•小規模校の限界（機会の欠如・人間関係）など、教育環境への不安も定住意欲に影響
•複合的な要因により、若者が村内で「働く・暮らす」未来像を持ちづらい構造がある

ワークショップにて注目した地域の問題と考えられる要因（抜粋）

①結婚・出産をめぐる価値観と環境の変化

•経済的不安や出会いの場の不足等により、結婚や出産を選びにくい若者が増加傾向にある
•支援策が一時的なものが多く、継続性や暮らし全体の支えが不足している可能性がある
•地域文化（結婚後の居住等の慣習）が選択肢を狭める要因になる可能性がある

④村内消費の不足と商機会の限定性

•買い物や外食の選択肢が少なく、村民の消費が村外に流出している
•営業時間や営業日の制限も、日常的な利用のハードルになっている
•地元農産物などの流通も、村内循環につながっていない（地産地消の仕組みがない）

⑤地域経済の構造と価値の再構築

•観光入込客は多いが、村内での消費や滞在に結びついていない
•金銭的支援ではなく、本質的な魅力（体験の質や誇れる暮らし等）への投資が必要
•村の”決定的な強み”の創出につなげる、村のイメージを転換する施策の検討が必要

③雇用の偏りと働き方の選択肢の少なさ

•観光業は外国人労働者に依存しつつあり、若者が将来に希望を持てる職場とは言い難い
• リモートワークや副業・複業、起業など、柔軟な働き方の機会が限られている
•村内事業者の求人情報の発信の仕方に改善の余地がある
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参考資料 ＞ 地域カルテの概要

地域の将来の課題や可能性を明らかにするための資料として「地域カルテ」を作成中です。
村の健康診断書のように、地域を”診る”ための情報整理ツールとして活用していきます。

地域カルテの概要

地域カルテを作成する目的

◼ 「地域カルテ」とは、北塩原村の「いま」をデータに基づいて見える化し、将来の課題や可能性を明らかにするための「村の健康診断書」です。
◼ 職員や村民の皆さんと対話しながら、持続可能な村づくりを推進していくための情報整理ツールとして活用していきます。

地域カルテの活用方法

◼ 地域の現状や課題等を把握し、職員や村民の皆さんと共有・対話するため

◼ 将来のビジョンや施策立案に関する議論の出発点（共通理解）とするため

◼ 事実に基づくエビデンスベースの議論を促進するため

地域カルテの作成プロセス

◼ 職員や村民の皆さんとの対話の場（ワークショップ等）で活用

◼ 北塩原村の施策立案・村づくりの基礎資料として活用

◼ 外部（関係人口・移住者・域外企業等）に対する説明資料として活用

地域カルテの構成（案）

なぜ作る？ 誰が・いつ使う？

どのように作る？ どのような内容になっている？

初版作成中

内容の充実化

ブラッシュアップ

定期的に更新

【1】 地域のプロフィール

【2】 地域の現状

【3】 地域の強み

【4】 地域の課題

【5】 未来シナリオ

人口や面積、主要産業など、地域の基本情報
をまとめています。

人口動態や産業構造など、地域の現状につい
て、主に統計データをもとに整理していきます。

地域が持っている魅力やポテンシャルについて記
載していきます。

地域が直面している問題をデータや住民の声を
もとに明らかにしていきます。

将来どのような状態が予測されるかを複数のシナ
リオとして提示していきます。

◼ 地域カルテは以下のような構成で作成していく予定です。（左記のとおり、随
時アップデートをかけていきます）

◼ 地域カルテの内容は、職員や村民のみなさんとの議論を踏まえて随時アップ
デートをかけていきます。

地域の基本データや現状分析をもとに、企画室
にて初版の地域カルテを作成します。

庁内ワークショップ等にて、各分野の視点から内
容を補強・見直します。

地域の実情や住民の声を反映し、より現場に即
した内容へ改善します。

地域の変化に応じて定期的に更新し、計画づくり
や対話の場で活用します。
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